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文責 校長

【校是】 【学校教育目標】 未来を主体的に切り拓いていくことのできる、

覇気ある生徒の育成

１２月９日、ＰＴＡ授業参観に引

き続き、生徒、保護者いっしょに、

音楽演奏会を鑑賞しました。来校し

てくださったのは、陸上自衛隊青森第９音楽隊の皆さん（３３名）です。じっくり聞か

せる曲やクリスマスソング、「ラピュタ」の曲などを織り交ぜ１時間にわたり会場を楽

しませてくれました。やはり、生の演奏、迫力はすばらしかったです。

演奏後の感想発表の一部を紹介します。

○藤井響汰さん（３年）：一人一人の心に響く

音色を奏でていてすごいと思いました。受験

期の疲れた体に元気と勇気をもらいました。

○細川希桜さん（２年）：どの楽器も輝きを放

っていて鳥肌が立つほどでした。あっという

間の１時間でした。

○木藤凪優さん（１年）：知っている曲もあり

楽しんで聞くことができました。私も吹奏楽

部員ですが、体を使っての演奏表現などが参

考になりました。

巧みな司会ぶりでした。

また、「何か質問は」という議長団の

問いかけに対し、多数の一中生が挙手し

１１月２１日、能代市の中学２年生が 援護しようとする姿勢にも感激しました。

一堂に会し、能代っ子中学生ふるさと会 全員で仲間を助け盛り上げる。これぞ、

議が開催されました。コロナの影響で、 覇気の精神です。大成功に終わったふる

３年ぶりの開催です。 さと会議。すばらしい一中生でした。

この会議で本校は会を進行する議長団

を務めました。細川希桜さんが議長、木

村大さんが副議長、渡部夏子さんと佐藤

美月さんが記録、大坂勇輔さん、工藤克

輝さん、大下恭平さん、佐々木亮哉さん

が会場の意見を拾うマイク係です。

齊藤市長さん、高橋教育長さんと並ん

で壇上で進行した議長、副議長はたいへ

ん緊張したかと思いますが、会場の質問

や意見を集約し、それをさらに会場のみ

んなに問い返すなど、場面場面に応じた

自衛隊音楽演奏会を開催

中学生ふるさと会議

市長さん、教育長さんと並んで

令和４年度 能代第一中学校だより


